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今
月
号
か
ら
新
コ
ー
ナ
ー

「
香
美
史
探
訪
記
」
と
「
ほ

っ
と
」
を
始
め
ま
す
。
「
ほ

っ
と
」
は
今
回
は
裏
表
紙
に

掲
載
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お

見
逃
し
な
く
！

◆
か
が
み
の
育
成
園
花
展
示

即
売
会
の
お
知
ら
せ

　

私
た
ち
が
育
て
た
花
を
多
数

展
示
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
来

園
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
当
日
「
花
・
野
菜
・

苗
」
の
販
売
も
い
た
し
ま
す
。

【
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４
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・

５
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日
（
日
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【
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】

か
が
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】
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徳
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０
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０
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２
４
４

　　

香
美
市
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

は
。
私
は
高
知
工
科
大
学
博
士
１

年
で
物
理
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。

今
日
は
故
郷
ハ
ノ
イ
を
紹
介
し
ま

す
。
ハ
ノ
イ
は
ベ
ト
ナ
ム
北
部
の

紅
川
デ
ル
タ
に
あ
る
「
千
年
の
古

都
」
で
す
。
２
０
１
０
年
に
〝
ハ

ノ
イ
建
都
千
年
祭
〞
を
祝
い
ま

す
。
ベ
ト
ナ
ム
語
で
『
ハ
』
は

川
、
『
ノ
イ
』
は
内
と
い
う
意
味

で
す
。
漢
字
に
す
れ
ば
『
川
内
』

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
川
を
行
き
交

う
船
が
人
や
物
を
運
び
、
長
い

間
、
政
治
、
経
済
、
文
化
の
中
心

の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

王
朝
は
変
わ
っ
て
も
王
宮
は
ず
っ

と
ハ
ノ
イ
に
置
か
れ
、
国
の
重
要

な
決
定
が
な
さ
れ
た
所
で
す
。
現

在
で
も
政
府
の
主
要
機
関
が
あ
り

ま
す
。
経
済
活
動
も
活
発
で
、
近

県
か
ら
農
産
物
や
手
工
芸
品
が
運

び
込
ま
れ
、
取
引
さ
れ
、
故
郷
ハ

ノ
イ
か
ら
国
内
外
に
出
て
行
き
ま

す
。

　

留
学
後
、
故
郷
を
外
か
ら
見

て
、
ベ
ト
ナ
ム
人
は
自
分
た
ち
の

文
化
を
と
て
も
大
事
に
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
日
常
の

暮
し
方
や
振
る
舞
い
に
文
化
の
美

し
い
特
長
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
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す
。
教
育
熱
心
、
穏
や
か
、
お
し

ゃ
れ
、
満
足
さ
せ
る
の
が
難
し
い

注
文
が
多
い
、
な
ど
が
特
長
だ
と

思
い
ま
す
。
個
性
的
で
一
人
一
人

の
ス
タ
イ
ル
を
持
っ
て
い
ま
す
。

食
べ
物
し
か
り
、
着
る
も
の
し
か

り
、
芸
術
の
楽
し
み
方
し
か
り
で

す
。
〝
フ
ォ
ー
〞
と
い
う
ベ
ト
ナ

ム
を
代
表
す
る
伝
統
料
理
を
例
に

挙
げ
ま
す
。
ハ
ノ
イ
に
は
何
千
も

の
〝
フ
ォ
ー
〞
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ

り
ま
す
が
、
一
店
一
店
独
特
の
材

料
と
味
で
す
。
家
で
も
そ
れ
ぞ

れ
、
家
庭
の
味
の
〝
フ
ォ
ー
〞
を

作
り
、
ま
た
好
き
な
味
の
い
き
つ

け
の
店
に
も
食
べ
に
行
き
ま
す
。

皆
さ
ん
、
一
度
ハ
ノ
イ
を
訪
ね
て

み
ま
せ
ん
か
。

掲　

示　

板

　香北町美良布の町の北、物部川の暁美橋北詰に石造丸彫地蔵４体があり、川

を見守っています。

左上段のお地蔵さん　文政５年（１８２２年）　日野御子村中が建立

左下段のお地蔵さん　大正１０年（１９２１年）日ノ御子中が建立

　この２体は、川渡しの安全と、川の木材流しや平舵舟での河川交通の安全を

願って建立されたものです。河口は物部川と日ノ御子川の合流点で、昭和初期

鉄道や道路などの交通網が整備されるまでは、河口─松尾越─東豊永の豊永往

還が利用されていました。嶺北物産や生活必需品が搬入され、日ノ御子は中継

地になって、神母ノ木・高知市や上流の大栃への舟便もありました。往時の隆

盛は、日ノ御子三谷家住宅の赤レンガ倉庫に見ることができます。

右端　嘉永４年（１８５１年）山下佐平妻寅が建立

右から２番目　安政２年（１８５５年）山下佐平妻寅が建立

　右端の地蔵は、宝塔を左手にした坐像で、碑文には先祖追善に建てたとあります。右から２番目

は、優しい女性の母性愛が表現された坐像で、膝に幼児を抱いています。このお地蔵さんには、次の

ような話が伝えられています。

　ある年の大川上

美良布神社の秋祭

りの日、日ノ御子

村の幼い子ども

が、父親に「お祭

りに連れていっ

て」とせがみまし

た。父親は「もう

１回、山から木を

担いで来てから、

連れて行ってやろ

う」と約束し、木

材を担いで帰って来ました。子どもは喜んで走り寄り、父親が木材を

投げ落とすと運悪く子どもに当たり、子どもは死んでしまいました。

　母親の悲しみは深く、可愛い子どもの冥福を祈り、世の総ての子ど

もの安泰と、女性の安産を願ってこの「子安地蔵」を造ったと言う話

です。（香美史談会）

　
　今般、市広報委員会からの勧めもあり、「市史談会の活動を知っ

ていただくことと、市民の皆さんに市の史跡を紹介したい」との思

いから取り組みを始めます。楽しみにしていただけるよう研鑽に努

めますのでご愛読いただけたら幸いです。　

香美史談会会長　上村　敬介

子安地蔵　　右台座碑文には「そ
れ地蔵尊は、亡祖累代考妣（ち
ちはは）夫兄の霊をたびたび顧
みて、ねんごろに追善する」と
いうことが書かれています。左
台座碑文には「そもそも子安地
蔵尊は、おおくの婦安産にして
父町人繁栄、運壽長久、如意、
満足快楽、施主 山下佐平妻寅
奉造立百拝　安政２乙卯歳（１
８５５）６月吉祥日」ということ
が書かれています。

市 の 人 口

平成２１年３月１日現在 （　）内は先月比

総 人 口

男

女

世 帯 数

２月中

の 届 出

２８，６５０人

１３，３７４人

１５，２７６人

１２，６６５世帯

出生　　８人

　　　　死亡　３７人

（－３７人）

（－１４人）

（－２３人）

（＋２世帯）
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後
記

編
集
後
記

　

取
材
で
行
く
い
ろ
ん
な
イ
ベ

ン
ト
で
良
く
耳
に
す
る
の
が
、

「
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
」
の
テ
ー

マ
ソ
ン
グ
。
成
人
式
や
舟
入

フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８
で
も
演
奏

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
最
近
ぼ
く

の
お
な
か
も
ポ
ニ
ョ
に
な
っ
て

き
て
困
っ
て
ま
す
。

　

ポ
〜
ニ
ョ
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ポ
〜
ニ
ョ
♪
ポ
ニ
ョ
♪

                

お
な
か
出
た
〜
♪

 

お
な
か
の
上
の
ポ
ニ
ョ
に
は
気

を
つ
け
て
い
か
ね
ば

　

飲
み
過
ぎ　

　
　
　

食
べ
過
ぎ
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ポ
ニ
ョ
注
意
！

                        

（
細
木
）

香美史

記訪探
第１回

子安地蔵石仏
　香北町西峯河口

→

フォーとは？
中華料理の平打ちライスヌー
ドルの類。カップ麺のフォー
が売り出されたりしている。


